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本論文は住友財閥経営史研究の課題と方法を論じた序言に続く 2 部 8 章からなり，第 1 部では江戸初








































林業として独立するにいたった経過などを内部史料により考察しているo 以上の第 2 部における重要事
業のケース・スタディは，住友財閥の全体像を描く第 1 部を補完するものとなっており，この構成によ
り，住友財閥の形成が，本社レベルによる多角化と傘下部門での多角化という重層的構造をもって進展
していったことが浮き彫りにされている。
論文の審査結果の要旨
本論文は長年にわたる史料発掘・収集の努力による新しい史実の発見と，既存の諸研究の整理・吟味
を踏まえて，住友財閥の成立過程を体系的に解明することをめざし，それに成功した財閥経営史の実証
研究である。日本の三大財閥のーっと評されながら，三井・三菱に比べ立ち遅れていた住友史研究の水
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準を飛躍的に向上させ，今後の研究の座標軸を築いた貢献は高く評価される。また住友財閥に関する通
説的理解をくつがえす数々の新しい指摘は，日本財関史を再検討する上で逸することができない重要な
ものとなろう。
研究方法に関して，経営史学のオーソドックスな手法に則って組織・戦略・経営理念・企業者職能・
財務・労務・技術など企業経営の諸側面を考察の視野におさめ財閥経営の全体像を把握したことおよ
び，企業内部史料の非公開の壁を，工学関係史料などを駆使して突破したことは特筆される。後者の成
果は，本論文中最も重要な意味をもっ部分の一つで、ある別子銅山の技術史的研究にいかんなく発揮され
ている。
住友財閥の個別研究に専心する研究方針のため財閥という企業形態を理論的にどのようにとらえる
か，他財閥と比較した場合住友の特性がいかなる点に存したかなど，今後の研究にまつべきところがい
くらか残されているが数々の新しい知見をもたらし 日本財閥史研究に新たな地平を切り拓いた本論
文は日本経営史研究の分野で高い評価を与えられるべき業績であり，経済学博士の学位に十分値するも
のと判定する o
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